
　
　
　
餓
叩
四
巻
　
　
難
　
鰹
州
　
　
歎
…
洲
の
戦
霧
ミ
天
候

寺
護
り
の
老
婆
は
巡
禮
者
を
導
い
て
、
大
王
の
棺
室
の
前

に
立
ち
、
盤
高
に
説
明
の
語
句
を
く
り
返
し
て
居
る
e

「
大
ナ
瀞
レ
オ
ン
も
嘗
て
愛
に
立
ち
て
、
鵜
舞
し
π
事
が
あ

第
輔
號
，

入
六
　
　
（
入
六
）

る
。
彼
曰
く
、
大
王
は
困
難
の
時
に
、
最
も
偉
大
な
る
人

物
な
り
。
大
王
よ
Q
大
王
若
し
今
世
に
在
ら
ば
、
余
は
恐

ら
く
蛙
声
愛
に
立
つ
を
得
ざ
る
可
し
し

．
欧
洲
　
の
　
天
候
蓬

戦
　
瘍
文
學
士

（
上
）

中

目

　
　
　
　
餌
　
は
し
が
き

　
今
回
の
漱
洲
戦
に
於
て
地
理
學
の
方
面
か
ら
見
て
著
し

・
い
事
實
は
、
載
禦
の
舞
壼
が
極
め
て
贋
く
な
り
。
從
っ
て

大
面
績
操
縦
力
の
あ
る
者
が
常
に
機
先
を
制
し
て
勝
利
を

得
る
ざ
い
ふ
こ
ご
〉
，
天
候
が
作
事
に
少
か
ら
ぬ
關
係
を

有
し
、
從
っ
て
心
象
學
的
智
識
に
富
み
、
其
利
用
に
巧
な

者
が
亦
勝
を
占
め
る
ご
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の

黙
に
於
て
猫
職
人
が
他
の
國
民
に
優
っ
て
居
る
様
に
思
は

れ
る
。
面
旗
操
縦
（
ズ
9
鴛
μ
、
）
o
二
、
鋒
圃
σ
q
琶
σ
q
＞
に
關
し
て
は

う
ッ
ッ
エ
川
博
士
が
政
治
地
理
學
第
五
編
第
＋
三
章
に
精

し
く
述
べ
て
居
る
。

　
濁
逸
人
が
天
氣
豫
報
に
重
き
を
催
い
お
例
を
學
げ
て
見

よ
う
。
白
耳
義
の
ユ
ツ
ク
ル
（
d
o
o
冨
）
に
氣
象
観
測
所
が

あ
っ
π
が
、
之
は
一
九
一
四
年
八
月
二
十
旧
に
総
軍
野
戦

測
候
駈
ご
改
ま
り
、
爾
ほ
同
種
の
も
の
を
リ
エ
ー
ジ
（
び
竿

邸
σ
q
o
）
　
ナ
ミ
ユ
ー
ル
痔
瓢
p
ヨ
瓜
こ
及
び
海
岸
の
諸
地
に
設

け
、
專
門
家
を
し
て
下
層
及
び
高
密
り
氣
象
槻
測
を
さ
せ
、

其
結
果
を
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
海
洋
島
へ
打
電
す
る
（
、
ユ
ッ
ク



〃
の
槻
測
所
は
同
年
f
一
月
に
は
中
央
天
氣
観
測
所
こ
な

つ
だ
。
ま
た
毒
裏
撮
φ
使
用
を
登
難
し
だ
の
も
欄
進
入
で

あ
る
が
，
之
は
天
候
こ
の
關
係
が
極
め
て
密
な
も
の
で
あ

る
．
、
琵
新
の
分
量
ご
風
位
、
風
速
ご
の
聞
に
は
微
妙
な
閣

筆
が
あ
っ
て
、
濫
費
人
は
早
く
か
ら
之
を
研
究
し
て
居
つ

陀
の
で
あ
る
。
ま
だ
西
部
戦
線
で
濁
軍
が
之
を
使
用
す
る

に
は
東
、
風
の
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
此
地
方
は
西
風

の
多
い
所
で
あ
る
か
ら
、
除
程
天
氣
を
豫
察
す
る
必
要
が

あ
る
Q
一
九
一
六
年
一
月
士
一
百
の
機
に
、
毒
屍
艶
話
射

の
後
に
風
位
が
攣
っ
て
失
敗
し
泥
こ
ご
が
な
い
で
も
な
い

が
、
概
し
て
成
功
し
て
居
る
。
之
な
ご
も
天
候
の
利
用
が

進
ん
で
居
つ
だ
結
果
に
外
な
ら
澱
。

　
天
候
が
戦
醐
に
影
響
を
輿
へ
だ
こ
ご
は
古
今
内
外
の
歴

更
に
澤
山
其
例
が
あ
る
が
、
天
候
は
今
日
に
あ
り
て
は
昔

よ
り
も
一
履
重
大
な
意
味
を
有
す
乃
に
至
っ
把
。
探
照
燈
、

飛
行
器
、
毒
琵
斯
、
璽
壕
生
活
な
ご
は
，
昔
は
な
く
て
今

日
め
戦
貧
に
は
必
ず
件
か
も
の
で
あ
る
が
、
是
等
は
蔵
書

第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
獣
洲
の
戦
霧
ぜ
天
候

天
候
の
影
響
を
受
け
る
。
叉
今
日
の
戦
事
は
昔
よ
り
激
烈

で
め
つ
て
、
多
休
む
ご
い
ふ
襟
な
事
は
な
い
。
色
々
便
別
な

…
器
m
繊
が
螢
田
脚
さ
れ
て
は
居
る
が
、
重
刷
砲
や
蹄
装
甲
自
麟
勤
車
や

タ
ン
ク
な
ご
の
蓮
縛
に
ぱ
天
候
が
薩
接
影
響
を
輿
へ
る
こ

い
ふ
有
様
で
あ
る
。
漱
百
戦
に
於
て
は
此
天
候
の
影
響
が

申
窟
現
は
れ
て
居
る
○
之
を
考
へ
て
見
π
い
ご
思
ふ
の
で

あ
る
が
、
軍
事
専
門
の
材
料
は
我
々
門
外
漢
に
は
分
ら
す

叉
手
に
入
ら
す
、
氣
象
專
門
の
材
料
も
手
に
入
ら
す
、
止

む
を
得
す
地
理
翌
旦
誌
や
其
他
の
新
聞
雑
誌
の
思
事
に
よ

り
て
大
髄
の
事
を
述
べ
て
見
把
い
ε
思
ふ
。
但
し
メ
ソ
ポ

タ
ミ
ヤ
も
伊
太
利
戦
線
も
こ
い
ふ
事
に
な
る
ご
、
解
り
に

範
園
が
廣
く
な
る
か
ら
、
天
候
に
直
接
の
關
係
の
あ
る
塞

中
戦
ご
、
今
囲
の
戦
瘍
申
で
尤
も
重
き
を
駕
す
西
部
載
線

ご
、
東
部
戦
線
ご
だ
け
に
限
り
だ
い
ご
思
ふ
。

　
　
　
　
二
　
歓
洲
載
竣
の
氣
候

　
蒸
溜
の
天
候
を
湾
へ
る
前
に
、
氣
供
に
つ
い
て
辮
軍
に

蓮
べ
て
羅
く
必
要
が
あ
る
○
西
部
戦
線
は
歓
洲
の
西
部
及

第
一
號

八
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八
七
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第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
獣
洲
の
磯
…
旛
ε
天
候

び
北
西
部
に
當
る
の
で
あ
る
が
，
此
方
面
は
海
に
面
し
、

鷺
流
の
影
響
を
受
け
，
海
洋
設
題
候
を
有
す
る
地
方
で
あ

る
。
故
に
夏
は
等
し
く
多
は
左
程
寒
く
な
い
〇
一
月
の
李
炉

均
氣
温
が
構
氏
で
こ
度
か
ら
四
度
の
間
で
め
る
。
．
東
部
戦

線
に
移
る
ざ
海
洋
の
影
響
が
微
溺
で
、
一
月
の
李
均
氣
溢

は
五
度
位
低
く
零
下
五
度
ご
二
度
の
聞
に
め
る
O
．
之
ぽ
昂

均
氣
温
で
あ
っ
て
，
年
に
よ
る
ご
李
均
よ
り
五
度
位
高
か

つ
だ
勢
低
が
っ
冠
り
す
る
。
多
の
寒
気
は
水
運
に
大
影
響

を
及
ぼ
す
。
西
部
戦
線
で
は
源
や
川
も
凍
ら
な
い
が
、
東

部
に
な
る
ご
パ
ル
テ
ッ
ク
海
は
氷
に
播
ま
さ
れ
る
予
め
精
僻

氷
船
を
使
用
す
る
斯
が
あ
る
Q
叉
此
方
面
の
川
や
湖
水
は

大
抵
結
氷
す
る
。
ヰ
ス
ッ
ー
ラ
（
く
鍍
2
げ
）
河
の
如
き
は

ワ
ル
ソ
ー
附
近
に
於
て
十
二
月
の
末
か
ら
三
月
の
初
ま
で

結
氷
す
る
◎

　
欧
洲
の
冬
の
天
候
は
低
置
引
の
影
響
を
免
れ
な
い
。
こ

の
低
氣
煙
は
ア
イ
ス
タ
ン
ド
附
近
の
海
上
に
起
り
て
北
東

に
進
み
、
其
影
響
が
墨
書
の
北
西
部
に
及
ぶ
。
此
低
氣
塵

第
一
號

八
八
　
（
八
八
）
、

通
過
の
結
果
、
興
国
こ
天
候
ご
に
墾
動
を
來
π
す
○
即
ち

叢
ハ
士
口
利
海
峡
、
北
海
、
バ
川
チ
ッ
ク
海
及
び
梵
ハ
附
近
は
、

之
が
歪
め
に
冬
の
問
腰
雨
雪
を
交
へ
た
大
暴
風
が
起
り
、

航
海
柔
な
ご
に
思
量
を
及
ば
ず
Q

　
多
の
氣
候
を
東
西
職
線
に
つ
い
て
野
掛
す
る
ご
、
各
一

得
一
失
が
あ
る
。
西
部
は
氣
濃
が
一
般
に
高
い
か
ら
濁
填

ボ
ー
ラ
ン
ド
な
ざ
よ
り
は
爾
、
．
m
英
、
泥
が
多
い
。
間
々
寒

い
日
が
み
っ
て
も
墨
画
き
ほ
し
な
い
。
際
し
て
時
々
暖
い

日
が
來
・
る
ご
雪
や
氷
が
解
…
け
る
○
そ
し
て
嗣
燃
氣
が
彊
い
か

ら
不
楡
快
に
潰
す
る
。
東
部
戦
線
で
は
道
寄
が
永
績
き
す

る
ご
い
ふ
電
磁
は
あ
る
が
、
天
候
の
遜
動
が
少
な
く
．
地

面
が
絶
侵
す
凍
っ
て
房
る
こ
い
ふ
利
益
が
あ
る
。

　
着
雪
北
部
地
方
は
　
年
の
降
水
量
五
旦
二
十
糎
乃
至
八

百
糎
位
で
あ
る
。
北
海
岸
地
方
は
秋
ご
多
に
降
水
量
が
多
．

・
い
が
、
露
西
亜
な
ご
は
夏
に
爾
が
多
い
○
東
激
は
寒
い
か

ら
冬
の
降
水
は
雪
に
な
る
。
そ
れ
で
雪
は
東
へ
行
く
に
從

っ
て
深
い
。
こ
の
雪
は
軍
事
行
動
に
影
響
が
あ
る
○
又
山



は
概
し
て
西
も
束
も
雪
が
多
い
。

　
多
は
東
ε
西
ご
で
右
の
檬
な
差
が
あ
る
が
、
夏
は
甚
し

い
差
が
な
い
ご
云
う
て
宜
し
い
か
ら
略
し
て
麗
ぐ
。

　
　
　
　
竃
　
塞
中
戦
ご
天
候

　
先
づ
這
這
職
ご
天
候
こ
か
ら
始
め
る
。

　
　
一
九
一
四
年
秋
よ
り
一
九
一
五
年
五
月
に
至
る
．

、
飛
行
機
で
偵
察
を
す
る
に
は
非
常
の
購
天
で
な
い
限
り

笹
島
低
く
降
り
、
射
撃
砲
で
打
だ
る
〉
危
瞼
を
胃
さ
ね
ば

な
ら
ぬ
。
霧
や
雲
が
あ
っ
て
は
偵
察
は
出
動
ぬ
○
ロ
ン
ド

ン
で
は
秋
に
な
り
霧
が
深
く
な
る
に
つ
れ
、
ッ
エ
ッ
ペ
リ

ソ
の
襲
撃
が
な
い
か
ご
心
配
を
し
π
9
そ
し
て
探
照
燈
で

之
を
螢
見
す
る
試
駿
な
ご
を
行
っ
π
。
敵
味
方
共
に
霧
や

織
筋
や
強
風
に
は
飛
行
困
難
を
戚
じ
π
が
、
強
風
申
に
も

色
々
の
仕
事
を
し
て
居
る
◎
英
吉
利
海
峡
の
多
の
暴
風
は

ッ
エ
ッ
ペ
ヲ
ン
防
禦
に
は
屈
強
の
も
の
で
あ
っ
覚
〇
十
二

月
末
に
濁
飛
行
機
が
ド
バ
ー
聡
慧
彊
を
投
下
し
π
時
、
之

を
騙
逐
し
ょ
う
こ
し
だ
が
・
敵
．
は
霧
の
爲
に
踪
跡
を
く
ら

第
　
　
谷
　
　
灘
　
纂
　
　
猷
洲
の
戦
蕩
ミ
天
候

ま
し
π
。
降
誕
祭
の
頃
英
飛
行
機
が
ク
ッ
ク
ス
ハ
ー
フ
エ
．

ン
（
O
舞
冨
冷
戦
を
襲
ヶ
托
が
、
霧
の
読
め
に
目
的
を
蓬

せ
な
か
つ
π
9
之
に
よ
っ
て
霧
は
室
申
飛
行
に
取
り
て
は

尤
も
安
全
な
隠
れ
瘍
で
あ
る
が
、
目
的
に
達
す
る
に
は
不

便
で
あ
る
二
ご
が
分
つ
把
〇
一
月
十
九
謎
の
猫
人
の
塞
中

攻
撃
は
霧
の
旙
め
に
目
的
を
達
せ
な
ん
だ
が
、
追
撃
者
も

霧
の
爲
め
に
敵
を
見
失
つ
π
o
　
　
　
辱

　
懐
中
飛
行
に
は
毎
H
の
天
氣
國
が
融
く
べ
か
ら
ざ
る
も

の
で
あ
る
こ
ε
が
舜
つ
陀
。
義
人
の
室
申
癖
馬
は
必
ず
霧

の
日
に
行
は
れ
だ
○
落
盤
豫
報
の
完
全
に
行
は
れ
て
居
る

こ
ざ
を
謹
明
す
る
〇

　
　
一
九
一
五
年
五
月
よ
り
同
年
十
月
に
至
る

　
春
か
ら
夏
に
か
け
て
室
中
飛
行
に
適
す
る
の
峙
候
こ
な

ゲ
、
濁
ッ
ユ
ッ
ペ
ソ
ン
の
英
幽
聾
一
撃
が
頻
敏
糸
に
な
っ
た
G

さ
6
，
な
が
ら
死
傷
者
の
数
が
徐
り
多
く
な
い
の
は
、
…
闇
夜

に
行
は
れ
て
目
標
が
見
ね
澱
勉
め
で
あ
ら
う
。
冬
に
於
け

る
ざ
同
標
に
講
中
野
焼
は
霧
の
▼
．
齢
め
柁
夜
に
限
ら
れ
て
屠

第
一
號

八
九
（
八
九
）



第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
獣
洲
の
職
場
ε
天
候

つ
た
◎
ま
π
天
候
の
悪
い
時
鳳
安
全
だ
蓬
思
う
て
居
つ
仁

が
．
東
海
岸
の
暴
風
に
も
係
ら
す
、
ロ
ン
ド
γ
は
八
月
九

日
分
襲
撃
を
受
け
π
o
八
月
十
八
日
に
英
國
の
東
海
岸
が

ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
の
襲
撃
を
受
け
把
が
、
敵
は
天
候
不
良
の

爲
め
悉
く
逃
げ
去
つ
π
〇

　
七
．
月
申
旬
佛
國
飛
行
機
三
十
五
皇
が
濁
岸
根
勝
地
π
る

ヰ
ニ
ユ
ー
ル
レ
ハ
ッ
ト
ン
シ
ヤ
タ
川
㌧
（
＜
凶
σ
q
器
農
窪
囲
＄

国
鋒
0
9
ぎ
径
）
を
襲
撃
し
把
○
風
は
一
時
間
四
十
哩
の

雷
雨
で
吹
い
て
七
つ
陀
が
、
爆
蝉
投
下
を
行
っ
て
蹄
っ
花
Q

　
同
月
三
十
日
に
佛
國
飛
行
機
四
十
五
墓
ア
ル
ず
ス
の
石

油
工
蕩
攻
撃
に
出
π
Q
曇
天
で
且
つ
霧
が
嫡
々
に
陀
な
び

い
て
居
っ
π
爲
め
も
或
者
は
目
的
地
に
達
せ
な
か
つ
詑
が

多
く
は
爆
縮
投
下
を
行
ひ
，
悉
く
無
事
に
蹄
っ
陀
。

　
こ
の
璽
三
十
二
憂
の
飛
行
機
が
同
様
の
襲
撃
を
ザ
ー
ル

ブ
リ
ユ
ツ
ケ
ン
（
ω
塁
皆
葺
。
ζ
3
　
に
樹
し
て
行
つ
髭
Q

　
こ
の
頃
か
ら
猫
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
は
雲
の
色
を
模
倣
し
て

薄
鼠
色
に
塗
り
換
ら
れ
陀
○
雲
の
下
を
通
っ
て
居
っ
て
も

第
一
號

九
〇
　
（
九
〇
）

分
ら
ぬ
榛
に
な
つ
だ
。
　
　
　
　
、

　
　
一
九
↓
五
年
十
月
よ
り
一
九
一
六
年
二
月
に
至
る

　
塞
中
戦
は
着
々
天
候
の
利
用
に
重
き
を
概
く
に
至
つ
犯

濁
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
は
常
に
曇
天
を
利
用
し
て
居
る
〇
一
月

二
十
三
日
に
月
夜
を
利
用
し
て
英
國
ク
ン
｝
（
四
〇
葺
）
の

海
岸
に
爆
輝
投
下
を
行
つ
π
一
幕
飛
行
機
が
め
る
Q
こ
の

後
間
も
な
く
同
標
の
云
云
が
あ
っ
π
が
，
濃
霧
の
爲
め
着

揮
不
正
確
で
あ
っ
だ
Q

　
一
月
二
＋
九
艮
よ
り
三
十
H
に
至
る
夜
、
巴
塁
が
塞
中

毒
繋
を
受
け
π
。
佛
人
は
、
霧
の
爲
に
射
盤
砲
で
撃
退
し

廉
ね
π
爲
だ
こ
辮
解
し
て
居
る
℃

　
　
一
九
一
六
年
目
春
夏

　
三
月
初
め
に
吹
雪
の
際
、
北
東
の
輕
風
に
乗
じ
て
、
英

國
が
穴
山
中
懸
盤
を
受
け
把
O
霧
島
よ
b
玄
剛
ツ
エ
ツ
ペ
ソ
ソ
が

雪
の
重
み
に
堪
ね
す
落
ち
陀
こ
ε
が
頻
繁
に
あ
る
〇

　
四
月
二
十
五
日
遅
南
西
の
風
に
乗
じ
、
晴
れ
π
闇
夜
に

三
毫
の
ヅ
エ
ッ
ペ
リ
ゾ
が
英
幽
の
東
部
地
方
を
襲
撃
し
だ



此
迄
は
察
中
馬
繋
は
東
風
の
時
に
限
ら
れ
元
が
，
、
今
回
始

め
て
逆
風
ω
蒔
に
來
姦
し
π
◎
島
人
は
忙
々
天
候
の
研
究

を
積
ん
だ
ら
し
く
思
は
れ
る
。
又
超
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
に
至

b
て
は
風
爾
を
甚
し
く
意
こ
せ
ざ
る
様
に
な
つ
把
〇

　
五
月
の
初
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
第
二
十
號
が
張
風
の
窮
め
東

へ
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
諾
威
海
岸
に
落
ち
・
π
〇
五
月
六
爲
に

若
干
の
佛
國
繋
留
氣
球
が
突
然
の
暴
風
の
憎
め
に
猫
軍
陣

地
へ
吹
き
飛
ば
さ
れ
獲
。

　
斯
く
爾
ほ
降
誕
、
雷
爾
篭
低
雲
、
不
畏
の
天
候
が
飛
行

に
障
害
を
來
π
す
を
免
れ
ぬ
。
ま
π
雲
、
霧
の
あ
る
時
は

低
塞
飛
行
を
鯨
儀
な
一
せ
ら
れ
、
砲
撃
に
遇
ふ
危
瞼
が
あ

る
。
　
ツ
ユ
ヅ
ペ
ヲ
ン
襲
撃
に
費
し
て
は
、
天
嫉
が
英
幽
最
良

の
友
軍
で
あ
る
ε
い
ふ
は
明
言
で
あ
る
○

　
、
6
塁
σ
q
お
葺
3
け
9
ξ
ξ
仏
げ
①
2
二
お
≦
ぎ
夢
。
鴨
・
．
．

　
　
　
一
九
工
ハ
年
の
秋
冬

　
半
人
は
樹
ほ
霧
の
多
い
天
候
を
利
用
し
て
英
國
襲
撃
に

　
　
　
第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
歌
洲
の
載
霧
ミ
鼠
候

來
る
が
、
細
々
で
は
探
照
燈
の
設
備
を
充
分
に
し
π
爲
め
．

に
、
遍
路
に
好
都
合
の
天
候
で
も
ロ
ン
ド
ン
ま
で
來
る
機

曾
が
非
常
に
賊
じ
陀
。
風
説
に
よ
れ
ば
、
此
頃
は
ヅ
エ
ッ

ペ
フ
ン
家
襲
は
西
風
の
日
を
選
ぶ
機
に
な
つ
π
こ
も
云
ふ

之
は
砲
撃
を
受
け
π
蕩
合
に
、
僅
か
の
動
力
で
東
へ
落
ち

延
び
る
に
都
合
が
良
い
か
ら
だ
こ
い
ぶ
〇

　
　
一
九
一
七
年
の
春
夏
。

　
こ
の
期
聞
室
中
の
活
動
は
天
候
に
伴
ケ
て
消
長
が
あ
っ

沈
。
雲
が
低
く
風
の
強
い
時
は
偵
察
飛
行
が
少
く
、
天
候

の
良
い
時
は
盛
に
飛
行
が
行
は
れ
π
o
し
か
し
強
風
も

暴
風
も
段
々
ご
飛
行
の
邪
魔
し
は
な
ら
乗
懸
に
な
っ
て
來

π
。
雷
爾
の
申
に
飛
行
し
た
例
さ
へ
出
來
て
來
惣
◎
濁
人

が
雲
の
申
に
隠
れ
だ
こ
い
ふ
通
信
が
屡
あ
ろ
π
○
彼
等
は

防
禦
に
雲
を
利
用
す
る
事
を
深
く
研
究
し
π
ご
見
わ
る
。

濁
入
は
概
し
て
飛
行
に
曇
天
を
選
ぶ
。
之
に
反
し
て
英
佛

人
は
晴
天
を
選
ぶ
様
に
な
つ
把
〇
七
月
三
十
日
英
國
飛
行

機
数
壷
突
然
雲
に
遇
ひ
四
璽
を
失
う
π
。
八
月
置
は
西
藝
＾

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
三
　
　
　
　
九
一
　
（
九
一
）



第
四
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
欧
淵
の
戦
瘍
・
、
魚
候

が
多
か
つ
だ
、
里
人
は
此
西
風
を
利
用
し
て
英
國
飛
行
機

和
濁
載
線
内
へ
追
ひ
込
ん
だ
。

　
英
國
に
劃
し
て
は
濁
ツ
エ
ッ
ペ
ソ
ン
及
び
飛
行
機
の
襲

繋
が
，
腰
行
は
れ
た
○
何
れ
も
天
氣
模
樵
の
好
い
時
を
選
ん

だ
の
を
見
る
ご
，
猫
の
天
窓
豫
草
紙
鯨
程
よ
く
出
点
て
居

る
ご
見
ね
る
○
彼
等
の
要
る
時
は
概
し
て
天
仁
は
好
い
が
Q

薄
霞
が
か
、
つ
て
居
っ
て
、
飛
宥
機
が
ハ
ッ
キ
フ
域
は
見

ね
訟
時
で
あ
る
。

　
潜
航
艇
の
捜
索
を
飛
行
機
で
行
ふ
こ
ご
が
漸
く
多
く
な

っ
て
三
元
。
ペ
リ
ス
コ
ー
プ
の
立
て
る
泡
が
飛
行
機
か
ら

見
ね
る
。
但
し
浪
の
高
い
時
は
之
が
舜
ら
澱
が
、
薪
る
時

は
愈
愈
艇
の
航
行
に
も
不
便
で
あ
る
。
　
　
　
，

　
　
一
九
吋
七
年
秋
よ
り
一
九
一
八
年
初
に
至
る
。

　
戦
馬
の
初
期
に
於
て
は
飛
行
に
不
遮
當
ε
信
ぜ
ら
れ
π

天
候
も
、
此
頃
に
至
り
て
は
、
困
難
で
は
あ
る
が
飛
行
を

妨
ぐ
る
に
足
ら
ぬ
榛
に
な
つ
π
o
暴
風
、
三
雲
、
、
豪
雨
の

際
の
飛
行
は
囲
難
に
は
相
違
な
い
が
、
絶
ね
す
行
は
れ
て

第
一
號

九
二
　
（
九
二
）

居
る
。
か
》
る
際
に
不
可
能
で
あ
る
の
は
飛
層
申
の
爲
翼

撮
影
で
あ
る
。

　
飛
行
船
の
方
は
盆
々
鰻
蓮
し
、
超
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
の
如
一

き
は
、
氣
象
的
悪
化
の
障
害
を
殆
ん
ご
受
け
譲
ま
で
に
進

歩
し
た
こ
上
浦
は
れ
て
居
る
。

　
英
國
に
堕
す
る
襲
繋
は
左
程
の
成
功
は
な
か
つ
π
。

　
九
月
四
丁
の
月
夜
ご
薄
霧
に
乗
じ
て
p
ン
ド
ン
襲
撃
が

行
は
れ
控
。

　
九
月
三
十
目
に
同
じ
く
月
夜
ご
薦
霧
に
乗
じ
て
襲
撃
が

行
は
れ
た
が
、
三
時
は
無
風
で
あ
っ
π
〇

　
十
月
二
十
日
の
室
中
幅
繋
は
大
規
模
の
も
の
で
あ
っ
π

十
藁
籐
で
編
成
さ
れ
π
襲
撃
隊
が
、
英
國
か
ら
の
蹄
途
、

北
東
風
に
妨
げ
ら
れ
で
根
態
地
に
壊
れ
す
、
佛
國
で
捕
獲

さ
れ
π
〇
一
読
に
ぽ
霧
の
爲
ぬ
に
道
を
失
う
托
爲
め
だ
ε

も
云
ふ
。
濃
霧
は
飛
行
に
尤
も
妨
害
こ
な
る
・

　
十
月
三
十
一
日
は
薄
霧
ご
浮
雲
ご
が
棚
び
い
て
居
る
理

想
的
の
天
候
で
あ
っ
陀
が
、
果
し
て
襲
撃
が
行
は
れ
π
o
，

彫



，
十
二
月
六
日
は
理
想
的
の
飛
行
8
和
で
あ
っ
て
、
同
じ

く
襲
撃
が
行
は
れ
ヤ
℃
之
ま
で
一
月
以
上
も
襲
盤
を
受
け

な
か
つ
π
の
は
、
全
ぐ
天
候
の
嗣
係
で
あ
る
◎

　
十
二
月
十
八
臼
の
貿
ン
ド
ン
襲
撃
は
不
意
打
で
め
つ
氾

天
候
上
ロ
ゾ
ー
3
ン
入
は
蜜
心
し
で
居
つ
托
の
で
あ
る
〇

　
一
難
二
十
八
員
の
ロ
ン
机
ン
襲
撃
は
、
瀟
月
で
天
に
一

縮
の
雲
の
な
き
穫
に
行
は
れ
陀
9

シ
カ
ゴ
大
學
に
於
り
る
歴
史
批
判
學
に
つ
い
て

交
學
士

松
　
本
　
彦
　
家
　
鄭

　
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
に
於
け
る
全
史
學
界
の
趨
勢
を
論
ず

る
こ
ご
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
4
ハ
ア
バ
ァ
ト
大
回
の
コ

曜
ス
敏
授
が
死
ん
で
か
ら
、
ア
メ
リ
ガ
の
哲
學
は
ブ
グ
グ

層
癌
チ
ズ
ム
化
せ
す
ん
ぱ
や
ま
ざ
る
勢
で
め
る
○
否
ア
メ
リ

　
カ
人
の
生
活
そ
の
も
の
が
實
月
雪
で
あ
る
。
叉
今
度
の
職

、
孚
か
ら
生
る
、
悲
劇
ご
、
署
長
鷺
沼
の
創
立
及
び
そ
の
警

醒
に
基
く
理
想
界
の
三
遷
に
つ
い
て
の
豫
想
は
、
そ
れ
ご

今
の
史
法
界
の
關
係
ご
は
間
接
的
の
も
の
で
あ
る
か
な
し

　
　
　
第
四
．
谷
　
　
難
纂

シ
カ
ゴ
大
攣
に
於
け
ろ
歴
史
批
劉
學
に
つ
い
て

て
、
こ
、
に
論
じ
よ
う
ご
は
し
な
い
。

　
ア
メ
ヲ
カ
の
大
言
は
劃
一
制
度
の
下
に
あ
る
も
の
で
な

い
だ
け
，
そ
れ
だ
け
虎
冠
學
に
於
け
る
學
科
の
配
嘗
や
選

揮
も
極
め
て
自
由
で
あ
る
。
を
れ
で
あ
る
か
ら
各
大
學
」

般
に
就
で
論
ず
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
ε
云
う
で
よ
い
。

又
從
來
外
國
の
大
學
に
就
て
．
の
紹
介
は
極
め
で
概
括
的
で
　
・

も
あ
り
、
拙
老
的
で
も
め
つ
虎
。
叉
話
本
の
留
學
些
の
多

く
は
所
々
の
大
濠
に
蒋
じ
つ
Y
、
そ
の
長
短
勝
を
比
較
し

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
九
三
　
ハ
九
三
）


